
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヴィンブラッド氏との出逢いは 21 年前、アージー・グリース氏

とオーストラリアンオパールの金細工を共同で手掛けた事から、

“気難しい作家がいるが、マイセン．ロイヤルコペンハーゲン．

ローゼンタールの作家で有名な人物だから一度逢ってみるか？”

の問答から始まる。 

以来 20 年間、氏が死亡するまでお互いの気性が相性良く、現在

まで氏の作品を 5,000点以上取り扱う事になった。 

ヴィンブラッド氏の作品は、マイセン．ローゼンタール．ロイヤ

ルコペンハーゲンを通じて世界中に発信され、日本では私が唯一

の鑑定人となって現在も近鉄のエージェントとして数多くの作

品を取り扱っている。 

2014年 2月 10日 

常岡琢磨北欧ミュージアム館長 常岡 琢磨 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


